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法公益社団法人日医師会

貴法人は、従業員の健康管理を経営的な

視点で考え、戦略的に実践する「健康経営」

の取組が優良でるど認められまL大

よって、こ'に「健康経営優良法人202

(規模法人部門)」どして認定します

経済産業省及び厚生労働省ど共に、今後層

取組を推進されることを期待いたします
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会社法上の会社等
(例)株式会社、合名会社 ^

会社、合同会社有会社等)
壬案法ン〔、'、、、、、"'、、、、、、、、、、、、、、、""、、、
(例)弁護士法人、監責法人、税理士法人、行政士法人、司法士法人

等)

特定非営利活動法人

医法人社会福祉法人、健康保険組合等保険者

社団法人、財団法人、商工会議所・商工会

公法人、特殊法人

(地方公共団体、独立行政法人、公共組合、公団、公社、業団等)
その他、国内法に基づく法人

(社団法人、財団法人、情定非嘗利活法人等)

合計
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^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

法人格の分類

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

榮別認定法人数

■会社法上の会社等における榮(券取引所に傘拠する榮)の内訳

大法人部門

(ホワイト500

462

水産・農林業

鉱業

建設業

食料品

轍雉製品

パルプ・紙

化学

医薬品

石油・石炭製品

ゴム製品

ガラス・土石製品

鉄鋼

非鉄金

金属製品

機械

電気機器

輸送用機器

籾密機器

その他製品

電気・ガス業

陸運業

海運業

空運業

.庫・',関連業

報・通

卸売業

小売業

銀行業

証券、商品先物取引業

保険業

その他金融焚

不動産業

サービス業
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確版 010300CODE:

A和3年度健康経営度調査フィードバサクシート

公益社団法人日本医師会法人名

英文名: Japan Medical Assodation

歴加入保険者:全国健康保β貪協会東京支部

■所属業種:社団唄オ団法人、商工会議所・商工会

①健康営度評価結果
551~600位/2869社中■総合順位

58.7 ↑18 (前回偏差値 56.9)塵総合ぎ剰西

※「ホワイト500」に該当するかにっいては、回答法人全体ではなく申謂法人に絞っ捌煩位で判定するため、
フィードバツクシートの1順心1から繰り上がり認定される場合があります。

②評価の内訳

側面

R2年度 胎年度

H29年度 H30年度 R1年度

々耳一^

回法人 種
20

全体トツプトツプみ 平均

58.7 67.2 63.7 51.3

3 553 69.7 659 50.9 盟.

2 62.6 67.8 65.4 51,2

.

2 58.9 70.1 64.1 49.6 '庭

3 593 67.6 63.3 53,0 '■
.

※各側面の数値は、回答法人全体の平均にづく偏差値です。各側面の数値に重みを掛けた値を合して、
得点・順位を出しています。

※トツプの数値1ネ項目毎の最高値です。なお、所業の有効回答が5社未満の場合、業程トッブには「ー」を表示してぃます。

陥年度

」_

③評価の変遷(直近5回の評価結果)

平成29年度平成30年度 令和1年度
総合順位 1101~1150位 1051~1100位

総合:平価 52.4(↑ 5.の47.4(・)
1239社【参考】回答企業数 1800社 2328社

※総合評価の偏差働隹移の括弧内は、前年度との比較を示してぃます。

経営理念・方針偏差値
見ぎ^90
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55.0

昌

業種

艀プ

フ武

H29年度 H30年度 R1年度
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④評価の詳細析

対応Q番号側面 項目 社

明文化・
58.1Q17、 Q18営理念 社内浸透

情報開ス・・方針 釜 Q19、Q20、Q22、Q23 52,フ

経営層の関与 Q25、 Q26 58.2

Q27、 Q28、 Q29、 Q31、
織体制 実施体制 61.8

Q32

従業員への浸透 62.3Q33、 Q34、 Q35

目標設定、 Q36、 Q37、 Q38、 Q39、
61,3

健診・検診等の活用 Q40

倭^康経宮の実践に Q41、 Q42、 Q43、 Q44、
54.3

向けた士台づくり Q45

保健;旨 Q46、Q47、Q48、Q49 52.8

生活習の改善 Q50、Q51、Q52、 Q62、 64,6
63

その他の施策 56.2

g奎康0多断'ストレス Q64、Q65、Q69 58.6
チエック'

評価改善労働時間・休職 Q66、 Q67、 Q68 56.4

課題単位・施策全体
Q70

の効果検i正・改善

※各側面の数値は、回答法人全体の平均に基づく偏差値です。

50,フ

63.9

47,4

制度・

施策実行

※社力ぐ健康経営度調査Q18SQ2.で回答した内容を転記しています。

■情報開示媒体

媒体の種呈"上記以外の文・サイト
httPソ/削W. med. or jp/people/info/pe叩 le_1nfo/009613. html

評価(偏差値)
回答法人業秘

全体トップトップ

64,0 64.0

72,フ

63.3

業梱

平均

51.6

60.6

社
回答法人全体トップ
業種トップ
業種平均

^全体平均
705030

⑤健経営の戦略
■経営上の課題と期待する効果

組織の活性化

新型コロナ感染の拡大が続く中、本会がステークホルダーに対し、果たすべき社会的な役割は無数にある。
でこうした中で、組織の更なる活性化は過年度以上に求められており、その盤となる職が心身ともに健゜

解決たいを維持していくことが引き続き課題である。

経上の課

53.8

66.1

705

53,0

10

60.6

64.5

50.2

URL

66.1

67.6

52.フ

64.5

66.1

50.フ

63.4

62.0

50,8

'

※社力

64.6

71.1

52,8

経営度調査Q19SQ4.で回答した内容を転記しています。

4/6

62.0

90

72.6

48.8

値です。

66,8

経の

実施により

期'する効果

69.8

50.1

57.8 64.5 61.6 50.6

トップの数値は、順位力て1位の法人の成綱ではなく項目毎の

心身ともに健康を図るために、自身の状況を把握すること、組織としても課題に応じた対をじる仕組み
づくりを図りたい。具体的な指として定期健康診断の100%維持、密検受診率を現在84.6%から、22
年度90%、 25年度100先を目指す。

62,5

68.6

1
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健康課への対応⑥具
健康経営度調査における健康課題の分類と対応度

'」.!、,てユ;1.'i:、.1 '.'.・'」'、、P;、^^jit;^'七1 }・
課題分類●Y,

^

際'系寺.'.、、...、、謡:ξ社掛{ど二癌埋'<÷ 対応する設問
'

1 健康状態にかかわらず全従業員に対する疾病の発生予防 59.8 51.6 Q37、 Q38、 Q41、 Q42、 Q50、 Q51、 Q64(a)、 Q64(C)

2 生活習病などの疾病の高りスク者に対する重症化予防 57.0 51.7 Q39、 Q46、 Q47、 Q48、 Q49、 Q64(f)、 Q64(g)、 Q64(h)、 Q64 半

3 メンタルヘルス不烱等のストレス閲連疾患お甚生ゞ貯造雨;具附応ゞai合.・48j、1QI.◎、丸旦6、 Q65
4 従業の生産性低下防止・事故発生予防 56.2 51.1 Q52、Q64(d)、Q64(e)

5 女性特有の健廩関連課題への対応、女性の健康保持・増進 58.0 49.1 Q53、Q54

6 イ木職後の職場倶帰、就業ど台療の両立 59.2 49.3 Q45、Q68

7 労働時間の適正化、ワークライフバランス・生活時間の確保 49.6 49.8 Q43、Q55、Q66、Q67

8 従業員間のコミユニケーションの促進 62.0 46.9 Q44、Q69

9 従業の感染症予防(インフルエンザなど) 60.1 49.8 Q59、Q60

10 従業の喫煙率低下 66.9 56.7 Q62、Q63、Q64(b)

※各分類の数値は、それぞれの課題に対応するi平価得点を全社平均にづく差値に変換した値です。

※下記「点をいている具体的な施策とその効果」のテーマには、黄色で網掛けしています。

効果検'証

結果

■重点をいている具体的な施策とその効果

課題のテーマメンタルヘルス不調等のストレス関連疾患の発生予防・早期発見・対応
2016年からストレスチエックを実施しているが、2020年度は、前年度同様に仕の的負担やコントロー
ル度、上司及び同僚の支援力に課題が見られナこ。また、人間関係、健康問があることがわかった。これら
の課閣を改善していく必要がある。

課題の内容

上記(のに加え、原則自席での.、食やZoom での会の底、家庭における感染防止策の励行の効果も
あり、本会職の新型コロナ感染者は発生していない。また、インフルエンザに聞しては、予防接だけで
なく、コロナ禍におけるマスク用やアルコール消毒も加わったことにより櫂患職員が極小化している。 二

れらの効果もあり、優先順位を付けた業務の絞り込みが行われているが、滞りなく業務'営できてぃる。

※ 社力艇康経営度調査Q70.SQI.で回答した内容を転記しています。
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加保

亟的なPCR検査、等で職
86.5%(前年度70.0%)

施策実施

結果

の新型コロ
まで向上。

111月にメンタルヘルス研会を全職員(含む派職員)を対象に開催。会とTV放映にて約80%
健師による健康相談室を月2回開催し、1回にっき2~3名の個別アドバイスに応じている。

効果検証

結果

継続的なメンタルヘルス研修および康相談室による個別相談により、ストレス者の割合は、11.フ%(前
年対比▲2.9%)と減少した。取り組みに一定の効果が認められることから、引き続きストレスチェックの
分析を行い、タイムリー且つ的確な施策をじていきたい。

課題のテーマ従員の感染症予防(インフルエンザなど)

毎年、一定数の職員がインフルエンザに櫂患しているが、今年度は新型コロナ感染症も加わり、職を取り
巻く感染症りスクは一層増大している。万一、職内で染者が発生した場合の初対応と発生を未然に防
ぐ仕組みづくりが、安全配慮業務や継続i生の観点から必要である。"

課題の内容

施策実施

結果

1 宅務規定の制定時差出のみなし務化3本会基準による
ナ感染者は発生していない。また、インフルエンザの予防接1 率は、

効
果
検
証
①

効
果
検
証
②



健営良法人202(大規法門)定拳'合

社の認定基準適合状況 0

※「ホワイト500」に該当するかにっいては認定時に発表します。

対応する設問評価項目

1 健康経営の方針等の社内外への発信 Q17 & Q19 & Q19SQI

2 ①トップランナーとしての健康経営の普及 Q220r Q23
3 健康づくり任者の役職 Q25

4 産業医・保健師の関与 Q29

5 健保組合等保険者との協議・連携 Q31 & Q32

6 健康経営の具体的な推進計画 Q36

7 ②従業員の健康診断の実施(受診率10伊陶 Q37(a)
8 ③受診勧奨に関する取り組み Q380r Q39

④50人未満の事業場におけるストレスチエックの
9

実施

10 ⑤管理職・従業員への教育 Q41(a) orQ41(b) or (Q42 & Q42SQ2(b))
11 ⑥適切な働き方の実現に向けた取蠏且み Q43

12⑦コミユニケーシヨンの促進に向けた取り組み Q44
13 ⑧私病等に関する復職・両立支援の取弊且み Q45

保健1日導の実施および特定保健1日導実施 Q46&Q47&Q48 &Q48SQI14

15 ⑩食生活の改善に向けた取り組み Q50

16 ⑪運動機会の増進に向けた取弊且み Q51

17 ⑫女性の健康保持・増進に向けた取り組み Q530rQ54

18 ⑬長時間労働者への対応に関する取弊且み Q55

19 ⑭メンタルヘルス不調者への対応に関する取蠏且み Q56
20 ⑮感染症予防に関する取野且み Q590r Q60(a) or Q60(b)
21 ⑯喫煙率低下に向けた取弊且み Q62

22 受動喫煙対策に関する取蠏且み Q63
お健康経営の実施についての効果検証 Q70

従業員等の人数が大規模法人部門の人数基゛、,,,
準に該当 QI(C)、Q3力ら判断24

25 回答範囲が法人全体 Q2

26 回答必須設問(設問文の左に◎が付記されているもの)への回答

27 全ての約事項を満たしている Q5SQI

28 経済産業省による一部回答の公表への同意 Q6
※項目1、3~6、22~27は必須項目、それ以外は16項目中13項目の達成力嘆件です。

ただし、ホワイト500にっいては更に項目2、28も必須となり、それ以外の15項目中13項目の達成力要件です。
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貴社の状況
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